
 
議会運営委員会 会議録（要旨） 

 

○ 開催年月日 令和元年６月６日（水） 

午前９時 30 分 開会 

午前９時 48 分 閉会 

 

○ 場   所 第３常任委員会室 

 

○ 出 席 委 員（10 名） 

委 員 長 伊 波 一 男  副委員長 濱 元 朝 晴 

委  員 山 城 康 弘  委  員 知 念 秀 明 

委  員 伊 佐 哲 雄  委  員 知 名 康 司 

委  員 呉 屋   等  委  員 桃 原   朗 

委  員 岸 本 一 德  委  員 桃 原   功 

 

議  長 上 地 安 之 

 

○ 欠 席 委 員（０名） 

 

○ 委員外議員（０名） 

 

○ 説 明 員（０名） 

 

○ 議会事務局職員出席者（５名） 

局  長 東 川 上  芳 光  課  長 多 和 田 眞 満 

議事係長 平 田 駒 子  担当主査 大 城 拓 也 

主任主事 渡 嘉 敷  真    

 

 

○ 協 議 案 件 

 １．ＰＦＯＳ等関連問題の米軍基地への立ち入り調査要請について 

  



議会運営委員会（要旨） 

 

令和元年６月６日（水） 

 

○伊波一男 委員長 ただいまから議会運営委員会を開会いたします。 

（開会時刻 午前９時 30 分） 

 

【協議事項】 

ＰＦＯＳ等関連問題の米軍基地への立ち入り調査要請について 

 

○伊波一男 委員長 本件について５月 29日開催の委員会にて桃原功委員により、決

議、意見書の文案の提出があり、各会派持ち帰り検討することとなった。今回の委

員会で、意見集約を行ってまいりたい。       

○岸本一德 委員 公明党は、意見書、決議とも取り組む。文言調整などは行いたい。 

○知名康司 委員 絆輝クラブも、同意見である。 

○桃原朗 委員 絆クラブも、同意見である。 

○知念秀明 委員 共生の会も、同意見である。文言について、上から７行目の、血

液検査を行った住民の表現、「大山区住民の」の部分に喜友名区住民もつけ加えて

いただけないか検討願いたい。 

○伊佐哲雄 委員 結・市民ネットワークは、提案した会派として、文言調整には柔

軟に対応したい。 

○伊波一男 委員長 本件意見書、決議について取り組むこととし、文案の文言調整

等については、各会派へ持ち帰り検討していただきたい。 

 

【協議結果】 

 本件について取り組むこととし、次回委員会にて会派調整の上、引き続き協議する

ことに決定する。 

 

【協議事項】 

その他（北谷浄水場系統における水道水の安全性の確保を求める意見書について） 

 

○伊波一男 委員長 本件について、呉屋等委員より提案の趣旨を説明願いたい。 

○呉屋等 委員 各委員ご承知のとおり、本市水道水の水源は北谷浄水場であり、先

日の市上下水道局の説明において、「県企業局へ要請を行ったが、回答が未だない」



とのことであった。そこで、市議会としても同じ趣旨の要請をしてまいりたいとの

趣旨である。 

○伊波一男 委員長 これに対し、取り組むことに、ご異議がなければ呉屋等委員よ

り文案を配付していただきたいがよろしいか。 

（異議なし）（文案配付） 
○伊波一男 委員長 配付された意見書の文案について説明願いたい。 

○呉屋等 委員 表題は、「北谷浄水場系統における水道水の安全性の確保を求める意

見書（案）」である。沖縄県企業局に対し、次の 3 つを求めるものである。「一、早

急に水道水の安全性を明確にし、広く周知すること。一、有機フッ素化合物の基準

値又は安全性の確認が取れるまでは嘉手納井戸群及び周辺水域からの取水を停止

し、別の水源を確保すること。一、原因究明と抜本的な対策を講じること。」とし、

市上下水道局が提出した意見書と内容を同一とし、市議会の立場から後押ししてい

くものである。 

○伊波一男 委員長 意見書文案について、各会派へ持ち帰り検討願いたい。 

次回の日程は、６月 10 日の本会議終了後に開催してよろしいか。 

（異議なし） 
○伊波一男 委員長 それでは次回、件名、文案、宛先、要請の仕方について意見を

集約するので、ご検討願いたい。  

 

【協議結果】 

 本件について、取り組むこととし、次回の委員会にて会派調整の上、引き続き協議

することに決定する。 

 

○伊波一男 委員長 本日の委員会を閉会いたします。 閉会時刻（午前９時 48 分） 
  


